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　改善事例⑤

【ハマリバ職員賞】

市営地下鉄保守工事のコスト削減

交通局施設管理所

　
　
　
　
　
　
　
１

　
は
じ
め
に

　
横
浜
市
営
地
下
鉄
事
業
で
は
債
務
総
額

が
、
平
成
1
4
年
度
末
で
約
4
8
7
0
億
円

に
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
市
営
交
通

経
営
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
自
主
自

立
の
経
営
が
持
続
可
能
な
改
善
型
公
営
企

業
を
目
指
し
、
全
職
員
が
経
営
改
革
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
改
革
プ
ラ
ン
の
目
標
の
一
つ
に
、
市
営

地
下
鉄
全
線
の
運
営
コ
ス
ト
を
、
平
成
２
０

年
度
ま
で
に
3
0
％
削
減
（
平
成
1
4
年
度
比
）

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
保
守
部
門
（
軌

道
関
係
）
で
は
安
全
確
保
を
前
提
に
、
ト

ン
ネ
ル
構
造
物
・
レ
ー
ル
等
の
整
備
工
事

の
縮
減
や
部
品
交
換
の
周
期
な
ど
を
見
直

す
こ
と
に
よ
り
、
修
繕
費
の
削
減
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
改
善
事
例
で
あ
る
「
平
成
1
7
年

度
上
永
谷
車
両
基
地
分
岐
器
交
換
工
事
」

で
は
、
電
車
部
職
員
が
一
丸
と
な
り
取
り

組
ん
だ
結
果
、
工
事
費
を
約
3
0
％
削
減
し

た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
２

市
営
地
下
鉄
の
軌
道
工
事

　
市
営
地
下
鉄
は
、
昭
和
４
７
年
1
2
月
に
上

大
岡
～
伊
勢
佐
木
長
者
町
間
の
路
線
延
長

５
・
２
㎞
、
６
駅
に
て
開
業
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
５
回
の
路
線
延
伸
を
行
い
、
平

成
1
1
1
1
一
年
８
月
か
ら
は
、
湘
南
台
～
あ
ざ
み

野
間
、
路
線
延
長
４
０
・
４
㎞
、
3
2
駅
で
営

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
永
谷
と

新
羽
に
車
両
基
地
を
設
け
、
車
両
の
保
守

や
留
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
湘
南
台
～
あ
ざ
み
野
間
の
所
要
時
間
は

６
６
分
、
６
両
を
１
編
成
と
し
て
、
平
日

１
６
１
回
、
土
休
日
１
２
７
回
の
運
行
を

行
い
、
１
日
約
４
４
万
人
の
お
客
様
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
軌
道
は
、
本
線
で
５
０
㎏
Ｎ
レ
ー
ル

（
１
ｍ
当
た
り
約
5
0
㎏
）
、
基
地
線
で
は
４
０

㎏
Ｎ
レ
ー
ル
（
ｌ
ｍ
当
た
り
約
４
０
㎏
）
を

使
用
し
、
軌
間
（
左
右
レ
ー
ル
頭
部
の
離

隔
）
は
1
4
3
5
㎜
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

本
線
の
道
床
種
別
で
は
、
バ
ラ
ス
ト
（
砂

利
）
道
床
が
約
6
6
％
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
道

床
が
約
3
4
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
軌
道
に
用
い
ら
れ
て
い
る
材
料
（
レ
ー

ル
、
レ
ー
ル
締
結
装
置
、
マ
ク
ラ
ギ
、
バ

ラ
ス
ト
道
床
、
分
岐
器
等
）
は
、
経
年
使

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
損
耗
や
劣
化
が
進

行
し
ま
す
。
ま
た
、
軌
道
の
軌
間
や
通
り

等
の
精
度
に
っ
い
て
も
、
列
車
の
走
行
に

伴
い
、
狂
い
が
生
ず
る
た
め
、
適
切
に
保

守
管
理
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
軌
道
に
関
す
る
各
種
検
査
を
実
施

し
て
、
軌
道
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と

と
も
に
、
補
修
や
更
新
の
軌
道
工
事
を
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
軌
道
工
事
と
し
て
は
、
傷
ん
だ
レ
ー
ル

や
レ
ー
ル
締
結
装
置
、
マ
ク
ラ
ギ
、
バ
ラ

ス
ト
、
分
岐
器
等
の
交
換
工
事
、
狂
っ
た
軌

道
の
位
置
を
修
正
し
て
バ
ラ
ス
ト
を
突
き

固
め
る
軌
道
整
備
工
事
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
工
事
中
は
列
車
の
運
行
が
不
可
能
と

な
る
た
め
、
通
常
は
終
電
か
ら
初
電
ま
で

の
間
の
深
夜
工
事
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
営
地
下
鉄
の
場
合
、
７
５
０
ボ
ル
ト
の

直
流
の
電
気
方
式
を
採
用
し
、
車
両
へ
の

集
電
を
軌
道
レ
ー
ル
横
に
設
け
た
サ
ー
ド

レ
ー
ル
か
ら
行
っ
て
い
る
の
で
、
電
気
が

入
っ
て
い
る
と
軌
道
内
の
作
業
が
危
険
で

あ
る
と
い
う
特
殊
な
事
情
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
改
善
は
、
上
永
谷
車
両
基
地
の

分
岐
器
交
換
工
事
で
す
が
、
工
事
中
、
本

線
と
基
地
と
の
車
両
の
交
換
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
従
来
は
、
終
電
か
ら
初
電
ま

で
の
間
の
深
夜
工
事
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
車
両
交
換
ダ
イ
ヤ
を
検
討
し
、
技
術

部
門
と
運
輸
部
門
で
協
議
を
く
り
返
し
、

昼
間
工
事
に
変
更
し
て
施
工
す
る
こ
と

で
、
コ
ス
ト
削
減
が
実
現
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
昼
間
工
事
に
変
更
す
る
こ
と
で
近

隣
の
方
々
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
夜
間
騒

音
問
題
の
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

上永谷車両基地　留置車両
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３

　
改
善
内
容

　
今
回
の
改
善
事
例
と
な
っ
た
工
事
（
平

成
1
7
年
度
上
永
谷
車
両
基
地
分
岐
器
交
換

工
事
）
は
、
車
両
基
地
の
入
り
口
に
設
置

さ
れ
て
い
る
シ
ー
サ
ー
ス
ク
ロ
ッ
シ
ン
グ

（
写
真
１
）
と
い
う
複
雑
な
ポ
イ
ン
ト
の

交
換
工
事
で
す
。
場
所
は
、
高
速
鉄
道
１

号
線
・
上
永
谷
駅
と
上
永
谷
車
両
基
地
を

結
ぶ
線
路
間
に
あ
り
、
昭
和
５
２
年
５
月
に

敷
設
さ
れ
て
か
ら
２
８
年
が
経
過
し
、
レ
ー

ル
や
マ
ク
ラ
ギ
な
ど
が
老
朽
化
し
て
き
た

た
め
、
交
換
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
時
間
帯
に
よ
っ
て
変
動
す
る
本
線
で
の

列
車
運
用
本
数
の
調
整
、
列
車
の
検
査
や

故
障
時
の
対
応
と
し
て
、
本
線
と
車
両
基

地
間
に
お
い
て
列
車
の
出
入
り
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
す
べ
て
の
列
車
が
こ
の
ポ
イ
ン

ト
を
通
過
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
重
要
な

線
路
施
設
に
お
い
て
、
レ
ー
ル
の
取
り
外

し
等
を
伴
う
工
事
を
行
う
場
合
に
は
、
そ

の
間
、
列
車
が
通
過
で
き
な
く
な
る
た
め
、

そ
の
日
の
最
終
列
車
後
の
起
電
停
止
か

ら
、
次
の
日
の
始
発
列
車
に
支
障
し
な
い

深
夜
の
３
時
間
と
い
う
短
い
時
間
帯

（
１
時
～
４
時
）
を
使
っ
て
工
事
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
深
夜
工
事
の
た
め
、
工
事

費
が
割
高
に
な
る
と
と
も
に
、
レ
ー
ル
交

換
に
伴
う
夜
間
騒
音
に
対
し
て
、
近
隣
の

方
々
か
ら
の
苦
情
も
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
平
日
の
場
合
、
こ
の
ポ
イ
ン
ト
を
介
し

て
、
本
線
と
車
両
基
地
と
の
間
で
、
車
両

の
入
れ
換
え
が
5
0
回
程
度
行
わ
れ
ま
す
。

工
事
の
た
め
に
、
何
時
間
も
車
両
の
入
れ

換
え
が
で
き
な
く
な
る
と
、
本
線
で
の
列

車
の
運
行
に
支
障
が
で
ま
す
。
鉄
道
事
業

は
、
安
全
確
保
と
と
も
に
定
時
運
行
の
確

保
は
重
要
な
使
命
で
あ
り
、
安
全
を
な
い

が
し
ろ
に
し
て
、
経
済
性
を
追
求
す
る
こ

と
は
ゆ
る
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
従

来
は
、
列
車
運
行
が
終
了
し
て
か
ら
工
事

を
す
る
こ
と
が
当
然
と
し
て
施
工
し
て
き

ま
し
た
。
今
回
は
、
発
想
を
逆
転
し
て
、

昼
間
に
工
事
を
行
う
方
法
が
な
い
も
の
か

と
、
あ
え
て
タ
ブ
ー
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

も
の
で
す
。

写真１

　
ま
ず
、
本
線
と
車
両
基
地
と
の
間
の
車

両
の
入
れ
換
え
の
少
な
い
時
間
帯
を
検
討

し
ま
し
た
。
す
る
と
、
土
休
日
の
１
２
時
～

1
8
時
3
0
分
の
間
に
は
、
２
編
成
の
車
両
入

れ
換
え
し
か
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
工
事
は
通
常
、
平
日
に
行
う
も
の
と

考
え
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
土
休
日

の
こ
の
時
間
帯
を
想
定
し
、
関
係
部
署
と

の
調
整
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
車
両

関
係
の
部
署
に
は
、
こ
の
２
編
成
の
車
両

入
れ
換
え
に
っ
い
て
、
予
定
を
変
更
し
た

入
れ
換
え
ダ
イ
ヤ
を
検
討
し
て
も
ら
い
、

1
2
時
～
1
8
時
３
０
分
の
間
の
工
事
時
間
の
確

保
を
了
承
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
ま
だ
大
き
な
問
題
と
し
て

残
っ
て
い
た
の
は
、
本
線
を
運
行
し
て
い

る
列
車
に
故
障
が
生
じ
た
場
合
の
対
応
が

確
実
に
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

通
常
で
あ
れ
ば
、
本
線
に
お
い
て
車
両
故

障
が
発
生
す
る
と
、
基
地
か
ら
別
の
列
車

を
出
し
て
対
応
し
、
故
障
列
車
は
基
地
内

に
戻
す
と
い
う
対
応
を
行
い
ま
す
が
、
昼

間
工
事
を
実
施
す
る
と
、
こ
の
対
応
が
で

き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
１
番
線
～
４
番
線

ま
で
４
本
の
軌
道
の
あ
る
上
永
谷
駅
に
、

予
備
列
車
を
配
備
し
て
対
応
す
る
こ
と

を
、
軌
道
・
車
両
・
電
気
の
技
術
部
門
と

運
転
関
係
部
門
も
加
わ
り
、
市
営
地
下
鉄

の
総
力
を
あ
げ
て
検
討
し
ま
し
た
。
４
本

の
軌
道
の
う
ち
、
本
線
の
上
り
線
・
下
り

線
に
使
用
す
る
２
本
は
、
列
車
の
運
行
に

必
要
な
た
め
、
最
大
で
も
予
備
列
車
の
配

備
は
２
本
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
２
本
の
車
両
で
、
確
実
に
故
障
車

両
の
対
応
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
大

き
な
懸
案
事
項
と
な
り
ま
し
た
。
故
障
車

両
が
出
る
確
率
を
考
え
る
と
、
工
事
時
間

帯
に
２
本
以
上
の
編
成
が
必
要
に
な
る
こ

と
は
、
実
績
か
ら
し
て
ま
ず
な
い
だ
ろ
う

と
思
っ
て
も
、
鉄
道
事
業
者
の
責
務
と
し

て
、
も
し
も
、
そ
の
よ
う
な
事
態
に
陥
っ

た
時
に
は
、
お
客
様
へ
の
影
響
が
非
常
に

大
き
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
２
本
の
予
備
車
配
備
に

加
え
、
１
本
目
の
故
障
車
両
が
発
生
し
た

時
点
で
工
事
を
止
め
、
本
線
と
車
両
基
地

と
の
間
の
車
両
交
換
が
で
き
る
よ
う
、
速

や
か
に
線
路
を
復
旧
す
る
こ
と
を
前
提
に

昼
間
工
事
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
工
事
時
間
は
、
土
休
日
の
1
2
時

～
1
8
時
３
０
分
の
６
時
間
3
0
分
と
し
、
従
前

深
夜
に
行
っ
て
い
た
３
時
間
の
倍
以
上
の

時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
工
程
的

に
も
有
利
と
な
り
ま
し
た
。

　
幸
い
、
工
事
中
の
故
障
車
両
の
発
生
は

な
く
、
無
事
に
工
事
を
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
工
事
を
、
深
夜
か
ら
昼
間

に
変
更
す
る
こ
と
で
、
工
事
費
を
大
幅
に

削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
合
わ
せ

て
、
深
夜
工
事
を
行
っ
て
い
た
時
に
寄
せ

ら
れ
て
い
た
、
近
隣
の
方
々
か
ら
の
騒
音

苦
情
に
っ
い
て
も
解
消
す
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
４

　
今
後
の
取
り
組
み

　
今
回
の
平
成
1
7
年
度
上
永
谷
車
両
基
地

分
岐
器
交
換
工
事
で
は
、
関
連
の
電
気
工

事
と
合
わ
せ
約
3
0
％
の
工
事
費
削
減
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
１
号
線
上
永
谷
車
両
基
地
内
に
は
２
７
基
、

３
号
線
新
羽
車
両
基
地
に
は
２
２
基
、
合
計

４
９
基
の
分
岐
器
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
分
岐
器
以
外
の
レ
ー
ル
・
マ
ク
ラ
ギ
等

の
軌
道
材
料
な
ど
も
今
後
、
交
換
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
長
期
的
に
も
コ
ス
ト

削
減
効
果
を
見
込
む
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

　
今
回
の
工
事
で
得
た
発
想
の
転
換
を
生

か
し
、
既
成
事
実
や
習
慣
に
と
ら
わ
れ
ず
、

職
員
同
士
、
職
場
間
で
の
業
務
の
見
直
し

を
更
に
進
め
、
安
全
・
安
心
・
安
い
（
低

コ
ス
ト
）
・
快
適
と
い
う
お
客
様
満
足
を

高
め
る
市
営
地
下
鉄
め
ざ
し
て
、
職
員
一

丸
と
な
り
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

＜
石
川
　
明
＝
交
通
局
電
車
部
施
設
管
理

所
上
永
谷
施
設
区
勤
務
＞
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